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【論文の内容の要旨】 
 大規模・超高層化すなわち大規模タワー化・タウン化した現代の都市施設では、特に垂
直移動時間が占める割合が高い。また、我が国を始めとした多くの地域で高齢化が進展し、
救急需要の増大が予想される。このことから、首都東京を始めとして巨大都市においては、
救急隊が傷病者に接触する現場到着所要時間が延びることが予想される。そのロスを補完
するためには、バイスタンダー及び防災センター勤務者の自動体外式除細動器（automated 
external defibrillator。以下「ＡＥＤ」という。）が救急救命に重要な役割を果たす可能性
が高い。このことから、大規模タワー化・タウン化した都市施設で発生する心肺停止者の
救急患者に対する、都市計画面の救急車進入経路計画及び防災センター、ＡＥＤ、非常用
エレベーター（以下「非常用ＥＶという。）などの適正なあり方についての都市防災計画を
立案するのに有益な知見を得ることは、社会的意義があると考えられる。そこで本研究で
は、防災センター、ＡＥＤ、非常用ＥＶなどを「都市装置」という概念で捉えて、その配
置や運用の最適化を探求することを目的とする。 
 本研究は５章からなり、各章の内容は以下の通りである。 
 第１章では、本研究の背景と目的を述べた。都市施設の大規模タワー化・タウン化とそ
れに連動する大街区化は、震災やそれに伴う延焼拡大火災を回避できる一方で、当該都市
施設内で発生した心肺停止者への救急救命に対する災害ポテンシャルが増加することが懸
念される。本章では、この懸念に関する都市空間・都市計画・建築計画上の課題、さらに
これを解決するための都市解析上の課題を整理した。 
 第２章では、本研究に関連する既往研究の都市数理モデルについて述べ、三次元の都市
数理モデルを構築する必要性を指摘した。また、ＡＥＤ及びその他の救急救命に関する最
適配置の既往研究について整理した。さらに、都市空間における安全性を高めるために様々
な装置を用いて最適化を行うための緩衝装置の役割を果たす装置を一般的に捉える概念と
して、「都市装置」という用語を導入した。これにより、非常用ＥＶとＡＥＤ、防災センタ
ー、さらにはこれらの配置に関わる平面コア計画などを大規模タワー化・タウン化した都
市施設における救命救急のための重要な「都市装置」として捉え、その最適なあり方を都
市解析における都市数理モデルを用いて探求すること及び救急救命に対する「都市装置」
の適正な配置と運用を本研究の位置づけとした。 
 第３章では、延床面積約 40万㎡、軒高 230m超の巨大な都市施設を対象としたモデル建
築物において、救急隊の施設内移動時間、すなわちトラベルタイムの実態を明らかにして、
建築計画上のコア方式や非常用 EVの配置計画、救急隊の進入経路計画について検討した。
このために、マンハッタン距離重み付きボロノイ図によって水平移動時間を定式化し、エ
レベーター速度式を適用して垂直移動時間をモデル化することによって、最小時間経路を
導き出した。この結果として、トラベルタイムの組合せ例によると最小値で約 19秒、中間
値で約２分、最大値で約４分かかることが判明した。これは、救命救急の観点からは無視
できない値である。すなわち、都市施設が大規模タワー化・タウン化していくと、現場建
物到着までの時間、すなわちレスポンスタイムに上記の都市施設内部のトラベルタイムが
加算されるため、たとえば平成 24年中の東京消防庁のレスポンスタイムの平均である７分
35秒に対して現場到達所要時間は中間値で約９分 35秒、最大値で 11分 35秒となる。こ
のことから、心肺停止した者に対して、救命曲線との関係において、トラベルタイムは中
間値においてすら影響は小さくないと予想された。これらより、大規模タワー化・タウン
化した建築物内のトラベルタイムの分析に基づく対策の必要性が示唆された。また、平面
コア方式と非常用ＥＶの配置計画による差異を分析した結果、トラベルタイムのうち５割
から７割を垂直移動時間が占めることから、簡易の短縮方法として非常用ＥＶの運用の工
夫が考えられ、その救急・消防の「都市装置」としての活用可能性が示唆された。 
 第４章では、第３章と同様の巨大な都市施設を対象としたモデル建築物において、バイ
スタンダーと防災センター勤務者がＡＥＤを活用することを前提として、床置きＡＥＤ、
防災センター内ＡＥＤ、さらにＥＶ内設置ＡＥＤの最適な配置計画について検討した。そ
のために、３種類の救命曲線を用いて、全館平均救命率を算出し、様々な配置計画を比較
した。その結果として、救命曲線ごとの違いは小さいことと、ＥＶ内設置ＡＥＤに有効性
があること、あるいは、防災センター勤務者のＡＥＤ活用割合はＡＥＤを床置きしていな
い階で高いことを確認した。全館平均救命率の観点からは、モデル建築物内にＡＥＤを 52
階、53階、54階の最適階に配置した上に、防災センター及びエレベーター内に各々１個の
計５個のＡＥＤを設置する組み合わせは、各階にＡＥＤ１個に加えて防災センター内にＡ
ＥＤ１個の計 55個のＡＥＤを設置する組み合わせと比べて、救命率の差は生存成功率救命
曲線で 0.0333 ポイント、カーラー救命曲線で 0.0356 ポイント、ドリンカー救命曲線で
0.0175ポイントとなることが判明した。 
 第５章では、上記の成果について、各章を通じて重要な知見を総括し、今後の展望を述
べた。 
